
特定化学物質の取扱量の集計結果について（条例）【詳細】

－埼玉県内の令和３年度取扱量データの詳細－

埼玉県内の対象事業者から報告された令和３年度の特定化学物質の取扱量について、埼

玉県生活環境保全条例（さいたま市においては、さいたま市生活環境の保全に関する条

例）に基づき集計しました。詳細は以下のとおりです。

1 はじめに

⑴ 特定化学物質取扱量報告制度の概要

埼玉県内で特定化学物質を取り扱う事業者のうち、一定の要件※を満たす事業者は、埼

玉県生活環境保全条例（以下「県条例」という。）に基づき、年度ごとに特定化学物質

の取扱量とその内訳（使用量、製造量、取り扱う量）を報告します。

県は、報告された取扱量等を物質別、業種別、地域別等に集計し、公表しています。

なお、さいたま市に所在する事業所については、さいたま市生活環境の保全に関する

条例（以下「市条例」という。）に基づく報告データをさいたま市から提供いただき、

全県で集計をしています。

※ 特定化学物質取扱量報告の要件

① 製造業など、県条例施行規則または市条例施行規則で定める業種を営むこと。

② 事業者として、常時使用する従業員の数が21人以上であること。

③ 特定化学物質を物質ごとに年間0.5トン以上取り扱った事業所を有すること。

⑵ 用語等の解説

○ 特定化学物質（606物質）

「特定化学物質の排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」（化学物質

排出把握管理促進法）の第一種指定化学物質462物質、第二種指定化学物質100物

質及び県条例・市条例で指定する化学物質44物質（メタノール、硫酸等）が該当し

ます。

○ 取扱量（使用量・製造量・取り扱う量）

取扱量 事業所において取り扱った特定化学物質の量。

使用量、製造量、取り扱う量の合計。

使用量 事業所において事業活動に伴い使用した量。

製造量 事業所において製造した量（副生成物も含む）。

取り扱う量 事業者自らは使用せず、卸売り・小売り等をするために、事業所にお

いて貯蔵所や容器に移し替えた量。



２ 報告状況

埼玉県の業種別の報告事業所数は表1のとおりです。

令和３年度は、1,461事業所から特定化学物質取扱量報告がありました。令和２年度の

1,468事業所と比較すると７事業所減少しています。

報告事業所数の上位５業種は、燃料小売業、化学工業、金属製品製造業、プラスチック

製品製造業、電気機械器具製造業です。上位５業種の報告事業所数は995件で、全体の

68％を占めました。

表1 埼玉県の業種別の報告事業所数

※ 占有率は整数で標記しているため、届出事
業所数が少ない業種の占有率が０％となる
場合があります。

報告
事業所数

占有率 業種
報告

事業所数
占有率

製造業 795 (54%) 金属鉱業 0 (0%)

食料品製造業 22 (2%) 原油・天然ガス鉱業 0 (0%)

飲料・たばこ・飼料製造業 6 (0%) 電気業 0 (0%)

酒類製造業 0 (0%) ガス業 0 (0%)

たばこ製造業 0 (0%) 熱供給業 0 (0%)

繊維工業 4 (0%) 下水道業 5 (0%)

衣服・その他の繊維製品製造業 1 (0%) 鉄道業 4 (0%)

木材・木製品製造業 1 (0%) 倉庫業 1 (0%)

家具・装備品製造業 3 (0%) 石油卸売業 11 (1%)

パルプ・紙・紙加工品製造業 29 (2%) 鉄スクラップ卸売業 1 (0%)

出版・印刷・同関連産業 52 (4%) 自動車卸売業 0 (0%)

化学工業 158 (11%) 燃料小売業 562 (38%)

塩製造業 0 (0%) 洗濯業 13 (1%)

医薬品製造業 15 (1%) 写真業 0 (0%)

農薬製造業 1 (0%) 自動車整備業 2 (0%)

石油製品・石炭製品製造業 12 (1%) 機械修理業 4 (0%)

プラスチック製品製造業 81 (6%) 商品検査業 0 (0%)

ゴム製品製造業 19 (1%) 計量証明業 2 (0%)

なめし革・同製品・毛皮製造業 2 (0%) 一般廃棄物処理業 30 (2%)

窯業・土石製品製造業 30 (2%) 産業廃棄物処分業 3 (0%)

鉄鋼業 18 (1%) 特別管理産業廃棄物処分業 1 (0%)

非鉄金属製造業 37 (3%) 医療業 10 (1%)

金属製品製造業 132 (9%) 高等教育機関 3 (0%)

一般機械器具製造業 25 (2%) 自然科学研究所 14 (1%)

電気機械器具製造業 62 (4%) 合計 1,461 (100%)

電子応用装置製造業 0 (0%)

電気計測器製造業 0 (0%)

輸送用機械器具製造業 56 (4%)

鉄道車両・同部分品製造業 0 (0%)

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 0 (0%)

精密機械器具製造業 11 (1%)

医療用機械器具・医療用品製造業 2 (0%)

武器製造業 0 (0%)

その他の製造業 16 (1%)

業種



3 取扱量

埼玉県の取扱量の構成は表2のとおりです。取扱量の合計は636,010トンであり、令

和２年度と比較して27,264トン増加（4.5%増加）しました。また、取扱量の内訳は、

使用量269,292トン、製造量16,304トン、取り扱う量349,936トンでした。

埼玉県の取扱量と届出排出量※の推移は図1のとおりです。平成14年度と令和３年度を

比べると、取扱量は13％減少し、届出排出量は70％減少しています。

なお、平成22年度は、対象物質の見直しや対象業種の追加（医療業）があったため、

取扱量及び排出量が増加しています。

表２ 埼玉県の取扱量の構成

図1 埼玉県の取扱量と届出排出量の推移

※ 取扱量の数値及び内訳の各数値は、それぞれの数値に対して有効数字２桁になるよう数値丸めの処理（四捨五入）をして報告
されるため、取扱量と内訳合計は一致しません。数値が大きいほど数値丸めの処理の影響を受けるため、取扱量と内訳合計との
数値の差が大きくなって反映されています。

※ 届出排出量 化学物質排出把握管理促進法に基づき届出された化学物質の環境中への排出量。届出排出量の数値は、環境省
及び経済産業省が令和５年3月に公表したデータを用いています。

（単位：トン）

使用量 製造量 取り扱う量

515,024 182,823 11,227 320,392

(493,920) (174,628) (11,489) (307,842)

494 54 392 48

(368) (52) (275) (42)

120,492 86,415 4,684 29,496

(114,458) (82,671) (4,760) (26,939)

636,010 269,292 16,304 349,936

(608,746) (257,351) (16,524) (334,823)
合　計

特定化学物質の種類
取扱量

第一種指定化学物質（462種）

第二種指定化学物質（100種）

県・市指定の化学物質（44種）
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埼玉県の取扱量上位5物質の報告事業所数とその内訳は表3、埼玉県の取扱量上位5物

質とその構成比は図2のとおりです。取扱量が最も多い物質はトルエンで、取扱量全体の

28％を占めていました。

取扱量上位5物質の内訳を比較すると、トルエン、キシレン、ノルマル-ヘキサン及び

1,2,4-トリメチルベンゼンは取り扱う量の占める割合が高いことが分かります。これは、

トルエン等がガソリンの含有成分であり、ガソリンを小売りする燃料小売業（ガソリンス

タンド等）からの報告が多いためです。

また、埼玉県の取扱量上位5業種とその構成比は図3のとおりです。燃料小売業と化学

工業の取扱量が多く、2つの業種で取扱量全体の79％を占めました。

表3 埼玉県の取扱量上位5物質の報告事業所数とその内訳

図2 埼玉県の取扱量上位5物質と
その構成比

図3 埼玉県の取扱量上位5業種と
その構成比

（単位：トン／年）

特定化学物質の種類 報告数
取扱量

使用量 製造量 取り扱う量

トルエン 796 180,116 24,941 4,570 150,643 

キシレン 798 66,662 6,097 1,560 59,015 

ノルマル-ヘキサン 560 46,521 2,289 0.4 44,232 

1,2,4-トリメチルベンゼン 658 43,574 2,071 84 40,782 

鉛 15 34,366 34,366 0.0 0.0 

その他 Ü 264,771 199,528 10,090 55,264 

合計 Ü 636,010 269,292 16,304 349,936 

トルエン

180,116ﾄﾝ

28％

キシレン

66,662ﾄﾝ

10％

ノルマル－ヘキサン

46,521ﾄﾝ 7％

1,2,4-トリメチルベンゼン

43,574ﾄﾝ 7％

鉛

34,366ﾄﾝ 5％

その他

264,772ﾄﾝ

42％
燃料小売業

296,011ﾄﾝ

46％
化学工業

203,183 ﾄﾝ

32％

電気機械器具製造業

50,155 ﾄﾝ

8％

プラスチック製品製造業

22,929 ﾄﾝ 4%

非鉄金属製造業

14,990ﾄﾝ ２％

その他

48,944ﾄﾝ 8％



トルエン

4,570ﾄﾝ 28％

メチルエチルケトン

2,169ﾄﾝ

13％

キシレン

1,560ﾄﾝ

10％

エチルベンゼン

1,450ﾄﾝ

9％

ヘキサメチレン

テトラミン

1,300ﾄﾝ

8％

その他

5,255 ﾄﾝ 32%

化学工業

12,622ﾄﾝ

77％

特別管理産業廃棄物処分業

2,881ﾄﾝ

18％

非鉄金属製造業

232ﾄﾝ 1％

その他

569ﾄﾝ 3％

図6 埼玉県の製造量上位5物質とその構成比

図4 埼玉県の使用量上位5物質とその構成比 図5 埼玉県の使用量上位5業種とその構成比

図7 埼玉県の製造量上位3業種とその成比

⑵ 製造量（16,304トン）

埼玉県の製造量上位5物質とその構成比は図6のとおりです。上位5物質で製造量全体

の68％を占めました。

また、埼玉県の製造量上位３業種とその構成比は図7のとおりです。化学工業が全体

の77％を占めています。

化学工業

136,804ﾄﾝ

51％

電気機械器具製造業

50,067ﾄﾝ

19％

プラスチック製品製造業

22,914ﾄﾝ 9％

非鉄金属製造業

14,747ﾄﾝ

5％

出版・印刷・同関連産業

11,210ﾄﾝ ４％

その他

33,550ﾄﾝ

12％

鉛

34,366ﾄﾝ

13％

硫酸

（三酸化硫黄を含む）

31,099ﾄﾝ12％

トルエン

24,941ﾄﾝ

9％

メチルエチルケトン

16,740ﾄﾝ 6％

フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）

12,491ﾄﾝ 5％

その他

149,656ﾄﾝ

56％

4 取扱量の内訳

⑴ 使用量（269,292トン）

埼玉県の使用量上位5物質とその構成比は図4のとおりです。上位5物質で使用量全体

の44%を占めていました。

また、埼玉県の使用量上位5業種とその構成比は図5のとおりです。化学工業が使用

量全体の51%を占めており、他の業種に比べて高い割合になっています。



燃料小売業

293,589ﾄﾝ 84％

化学工業

53,691ﾄﾝ

15％

その他 2,656ﾄﾝ 1％

トルエン

150,643 ﾄﾝ

43%

キシレン

59,015 ﾄﾝ

17%

ノルマル-ヘキサン

44,232 ﾄﾝ

13%

1,2,4-トリメチルベンゼン

40,782 ﾄﾝ 12%

メチルエチルケトン

12,047 ﾄﾝ

3%

その他

43,217 ﾄﾝ

12%

5 物質別の用途、人体への影響

代表的な特定化学物質の主な用途及び人体への影響を表4に示します。

表4 代表的な特定化学物質の主な用途及び人体への影響

物質名 主な用途 人体への影響

トルエン

合成原料、ガソリン成分、溶剤 等

中枢神経抑制作用、頭痛、
めまい

キシレン

エチルベンゼン 皮膚や粘膜への刺激、めまい

1,2,4-トリメチルベン
ゼン

呼吸器への刺激、中枢神経や肺
の障害

ノルマル-ヘキサン 溶剤、ガソリンや灯油の成分
皮膚や眼への刺激、神経系の障
害

鉛、鉛化合物 バッテリー、光学ガラス
皮膚や眼への刺激、神経系・腎
臓の障害

硫酸
肥料・繊維・無機薬品・金属精錬・製鋼・
紡織・製紙・食品工業等での原料・助剤・
排水処理剤等

皮膚に対する薬症
眼や呼吸器への影響

フタル酸ビス（２-エチ
ルヘキシル）

可塑剤
皮膚や眼に対する刺激
肝臓の障害

メチルエチルケトン
（別名MEK）

合成樹脂のカッティング溶媒、接着剤溶剤、
有機合成原料

皮膚炎、眼・鼻・のどに対する
刺激、麻酔作用

ヘキサメチレンテトラ
ミン

硬化剤、加硫促進剤
眼や皮膚への刺激
中枢神経の障害

図9 埼玉県の取り扱う量上位2業種とその構成比図8 埼玉県の取り扱う量上位5物質とその構成比

⑶ 取り扱う量（349,936トン）

埼玉県の取り扱う量上位5物質とその構成比は図8のとおりです。上位5物質は燃料・

溶剤などに含まれる成分であり、取り扱う量全体の88％を占めました。

また、埼玉県の取り扱う量上位2業種とその構成比は図9のとおりです。燃料小売業

及び化学工業の2業種が99％を占めています。


